
資料 ６

委員等から部会に提出された意見

（広大な海域の保全・活用）



（別紙 ２－１）

提出先の部会 ： 総合部会

氏名：  玉城　秀一

委員　　・　　専門委員　　　　　　　

　所属部会名：総合部会

章 頁 行
4 39 10

19

・離島は、国土権益の維持、・・・

・美しい海が続いている、・・・沖縄固有の海洋
環境・・・

・「国土権益の維持」とは安全保障も含むのか

・「沖縄固有」の海洋環境とは何か

・社会的関心事となる可能性もあり要明確化

・前段の文書で説明している沖縄の自然海岸や
沿岸域を指すのか不明確

42 17
～
19

・持続可能な・・・専門人材の育成や外航・内航
海運のニーズに応じ海事全般を担う船員
等・・・海洋人材の育成・確保に取り組む

・海事全般を担う船員等を含む人材育成は海洋政
策センター（仮称）の機能として位置づけるのか

・船員の人材育成は産業人材（海上物流）の範疇
であり、海洋政策センターがその機能を有するこ
とには馴染まないのではないか

6 191 1
～
32 ―

・海洋環境の保全に必要な赤土流出防止を記載す
べきではないか

・第４章１．(1)持続可能な海洋共生社会の構築
の項目との整合性

※様式のデータはあらかじめメールでご案内しておりますが、県ホームページへも掲載しています。

※意見については、郵送、FAX又はメールにて、各回の会議開催１週間前までに、提出先の部会担当者あてに提出願います。
　 〆切を過ぎてしまいますと、翌々回の会議における対応となりますので、あらかじめご了承ください。

意　見　書　様　式　（　修　正　文　案　用　）

（新たな振興計画（素案）に対する意見）

（素案）
本　　　文 意　　見 ( 修　正　文　案　等 ) 理　　　由　　　等



（別紙 ２－１）

提出先の部会 ： 総合部会

　　氏名　　仲宗根　君枝

委員　　・　　専門委員　　　　　　　

　所属部会名：　　総合　　　　　　部会

章 頁 行
4 39 12 離島市町村・民間団体 離島を削除 漂流・漂着ごみ問題に日常的に直面してい

る市町村は、離島に限らない。

4 39 13 課題であり、改修・処理の推進など 課題であり、ごみ処理モラルの定着、回収・処理
の推進

ごみ処理モラルの定着も課題と思います。

4 42 11 「海洋センター（仮称）」を構想するなど

同センター構想の構築に向けた

「海洋センター（仮称）」の設置を促進するなど 42ページ８行目、１９１ページ２８行目も設置
を促進と表現している。用語を統一した方が
いいと思います。

4 42 16 県内研究機関との連携の下、 県内研究機関、産官との連携の下、 研究機関のみの連携より産官学連携の方が
効果的だと思います。

4 42 18 海事全般を担う船員等の次世代を担う海洋
人材の育成

海事全般を担う次世代の海洋人材の育成 「担う」の文字が二箇所にある。すっきりした
文にした方がいいと思います。

※様式のデータはあらかじめメールでご案内しておりますが、県ホームページへも掲載しています。

※意見については、郵送、FAX又はメールにて、各回の会議開催１週間前までに、提出先の部会担当者あてに提出願います。
　 〆切を過ぎてしまいますと、翌々回の会議における対応となりますので、あらかじめご了承ください。

意　見　書　様　式　（　修　正　文　案　用　）

（新たな振興計画（素案）に対する意見）

（素案）
本　　　文 意　　見 ( 修　正　文　案　等 ) 理　　　由　　　等


